
＊症例報告 case report 
 
【表題】 
内頚動脈海綿静脈洞瘻のバルーンアシストコイル塞栓術におけるスーパー政宗の有⽤
性 
 
【著者名】 
森⽥隆弘、新妻邦泰、遠藤英徳、冨永悌⼆ 
 
【所属】 
１）東北⼤学⼤学院医学系研究科 神経外科学分野 
２）⻘森県⽴中央病院 脳神経外科 
３）東北⼤学⼤学院医⼯学研究科 神経外科先端治療開発学分野 
４）東北⼤学⼤学院医学系研究科 神経外科先端治療開発学分野 
 
【連絡著者】 
 森⽥隆弘 
 ⻘森県⽴中央病院 脳神経外科 
 
 〒030-8553 ⻘森県⻘森市東造道 2 丁⽬１−１ 
 Tel：017-726-8111 
 Fax：017-726-8325 
 E-mail：morita.com@kjc.biglobe.ne.jp 
 
【Keywords】 
 Super-Masamune, carotid-cavernous fistula, detection, herniation, balloon assist 
  
「本論⽂を，⽇本脳神経⾎管内治療学会 機関誌JNET Journal of Neuroendovascular 
Therapyに投稿するにあたり，筆頭著者，共著者によって，国内外の他雑誌に掲載な
いし投稿されていないことを誓約致します．」 
 



1 
 

内 頚 動 脈 海 綿 静 脈 洞 瘻 の バ ル ー ン ア シ ス ト コ イ ル 塞 栓 術 に お け

る ス ー パ ー 政 宗 の 有 ⽤ 性  

 

和 ⽂ 要 旨  

【 は じ め に 】内 頚 動 脈 海 綿 静 脈 洞 瘻（ C C F ）の 治 療 は 内 頚 動 脈（ I C A ）

に 形 成 さ れ た 瘻 孔 経 由 で 海 綿 静 脈 洞 （ C S ） 内 を 塞 栓 す る 経 動 脈 的

塞 栓 術 （ T A E ） が ⼀ 般 的 で あ り 、 瘻 孔 の 状 況 に よ っ て は バ ル ー ン

や ス テ ン ト な ど の ⽀ 援 が 有 効 な 場 合 が あ る 。 今 回 、 我 々 は ス ー パ

ー コ ン プ ラ イ ア ン ト バ ル ー ン カ テ ー テ ル 「 ス ー パ ー 政 宗 」 を 使 ⽤

し た バ ル ー ン ア シ ス ト テ ク ニ ッ ク が 有 効 で あ っ た 1 例 を 経 験 し た

の で 報 告 す る 。  

【 症 例 】 4 4 歳 、 ⼥ 性 。 頭 部 外 傷 で ⼊ 院 後 約 １ か ⽉ か ら 複 視 、 左 結

膜 充 ⾎ 、眼 球 突 出 が 出 現 し 、D S A で 左 上 眼 静 脈 に 逆 流 す る C C F を

認 め た 。 ス ー パ ー 政 宗 を 塞 栓 ⽀ 援 に 使 ⽤ し た T A E で 、 C S 内 の 瘻

孔 周 囲 を 少 数 の コ イ ル で 密 に 塞 栓 し シ ャ ン ト 消 失 を 得 た 。  

【 結 語 】 ス ー パ ー 政 宗 は コ ン プ ラ イ ア ン ス に 優 れ た ス チ レ ン 系 エ

ラ ス ト マ ー バ ル ー ン を 有 し て い る た め I C A や 瘻 孔 に よ り 密 着 し

た ア シ ス ト が で き 、 瘻 孔 周 囲 に コ イ ル を 密 に 詰 め る こ と で コ イ ル

量 を 少 な く で き る 可 能 性 が あ る 。 こ の こ と は 術 後 脳 神 経 ⿇ 痺 の 発

⽣ 率 低 下 や ⼿ 術 材 料 の コ ス ト 削 減 に 寄 与 で き る 可 能 性 が あ る と

思 わ れ た 。  
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【 緒 ⾔ 】  

内 頚 動 脈 海 綿 静 脈 洞 瘻 （ c a r o t i d - c a v e r n o u s  f i s t u l a ;  C C F ） の 治

療 は 1 9 7 0 年 に S e r b i n e n k o が 初 め て d e t a c h a b l e  b a l l o o n に よ る 頚

動 脈 的 塞 栓 術 （ T r a n s - a r t e r i a l  e m b o l i z a t i o n ;  T A E ） に 成 功 し て 以

来 1 ,  2 ) 、 d e t a c h a b l e  b a l l o o n を ⾎ 流 に の せ て 内 頚 動 脈 （ i n t e r n a l  

c a r o t i d  a r t e r y ;  I C A ） に 形 成 さ れ た 瘻 孔 経 由 で 海 綿 静 脈 洞

（ c a v e r n o u s  s i n u s ;  C S ） 内 に 誘 導 し 、 C S 内 で b a l l o o n を 膨 ら ま せ

て 塞 栓 す る ⽅ 法 が 主 流 で あ っ た 2 ) 。 2 0 0 0 年 初 頭 に d e t a c h a b l e  

b a l l o o n が 使 ⽤ で き な く な っ た 後 は d e t a c h a b l e  c o i l や 液 体 塞 栓 物

質 が 主 な 塞 栓 材 料 と な っ た が 、 塞 栓 材 料 が I C A に 逸 脱 し て 親 動 脈

閉 塞 や 遠 位 塞 栓 を 併 発 し た り 、コ イ ル 塊 が I C A に 重 な っ て 親 動 脈 の

開 存 が 不 明 瞭 に な る こ と も あ り 、 バ ル ー ン ア シ ス ト  3 ,  4 ） や ス テ ン ト

ア シ ス ト  5 ） な ど a d j u n c t i v e  t e c h n i q u e の 必 要 性 を 論 じ た 報 告 も 散

⾒ さ れ る 。  

今 回 、 ダ ブ ル ル ー メ ン （ d o u b l e  l u m e n ;  D L ） バ ル ー ン マ イ ク ロ

カ テ ー テ ル （ b a l l o o n  m i c r o  c a t h e t e r ;  B M C ）  「 ス ー パ ー 政 宗 」 を

⽤ い た バ ル ー ン ア シ ス ト テ ク ニ ッ ク で T A E を ⾏ い 、良 好 な 結 果 を

得 た た め 報 告 す る 。  

 本 論 ⽂ は 東 北 ⼤ 学 病 院 臨 床 研 究 倫 理 委 員 会 で 承 認 さ れ て い る 。 

 

【 症 例 提 ⽰ 】  

患 者 ： 4 4 歳 、 ⼥ 性 。  

主 訴 ： 複 視 、 左 眼 球 突 出 、 結 膜 充 ⾎  

現 病 歴 ： 交 通 事 故 に よ る 多 発 外 傷 で ⼊ 院 後 約 １ か ⽉ か ら 複 視 、 左
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結 膜 充 ⾎ 、 眼 球 突 出 、 左 拍 動 性 ⽿ 鳴 が 出 現 し た 。  

発 症 時 神 経 学 的 所 ⾒ ： 意 識 清 明 、 瞳 孔 ： 右 2 . 5  m m  /  左  2 . 5  m m 、

対 光 反 射 ： 右  迅 速  /  左  迅 速 、 左 眼 球 上 下 転 障 害 、 左 眼 瞼 浮 腫 、

左 眼 球 結 膜 充 ⾎ 、 左 眼 球 ・ 側 頭 部 雑 ⾳ あ り 。  

発 症 時 放 射 線 学 的 所 ⾒ ： M R I T 2 強 調 画 像 （ F i g u r e  1 - A ）、 M R A

（ F i g u r e  1 - B ） で 拡 張 し た 左 上 眼 静 脈 （ s u p e r i o r  o p h t h a l m i c  v e i n ;  

S O V ）が 描 出 さ れ た 。D S A 左 I C A 撮 影 で S O V に 逆 流 す る  C C F を

認 め た （ F i g u r e  2 - A ,  B ）。 3 D - r o t a t i o n a l  D S A の ⽮ 状 断 再 構 成 画 像

で は 左 I C A の C 4 〜 C 5  p o r t i o n に 瘻 孔 が 形 成 さ れ て い る と 考 え ら

れ た （ F i g u r e  2 - C ）。  

脳 ⾎ 管 内 治 療：全 ⾝ ⿇ 酔 下 に 8 F r  F u b u k i（ 朝 ⽇ イ ン テ ッ ク 、愛 知 ）

を 左 I C A に 誘 導 し た 。 ス ー パ ー 政 宗 （ 富 ⼠ シ ス テ ム ズ 、 東 京 ） と

C h i k a i  b l a c k  0 . 0 1 4 ” （ 朝 ⽇ イ ン テ ッ ク ） を 同 軸 に 進 め 、 瘻 孔 を 探

る た め に I C A の C 3 〜 C 5  p o r t i o n で ス ー パ ー 政 宗 を 拡 張 し て 順 ⾏

性 ⾎ 流 を 減 少 さ せ 、 ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル か ら 内 頚 動 脈 撮 影 を

⾏ っ た 。 し か し 適 切 な f l o w  c o n t r o l が 困 難 で 瘻 孔 の 同 定 に ⾄ ら ず

（ F i g u r e  3 A - D ）、 バ ル ー ン 位 置 を C 4 〜 C 5  p o r t i o n で 調 整 し て バ

ル ー ン 拡 張 を 試 み た と こ ろ 、 術 前 の D S A 再 構 成 画 像 で 疑 わ れ た 瘻

孔 の 部 位 に ⼀ 致 し て C 5  p o r t i o n で I C A か ら 前 外 側 向 き に バ ル ー ン

が 陥 ⼊ し た （ F i g u r e  3 E ,  F ）。 バ ル ー ン を 縮 ⼩ さ せ て 同 部 位 に 待 機

さ せ て お き 、 R e s t e r（ メ デ ィ コ ス ヒ ラ タ 、 ⼤ 阪 ） と C h i k a i  0 . 0 1 4 ”

（ 朝 ⽇ イ ン テ ッ ク ） を バ ル ー ン 陥 ⼊ 部 位 に 同 軸 で 進 め る こ と で 、

瘻 孔 を 越 え て C S 内 に M C を 誘 導 で き た 。バ ル ー ン 陥 ⼊ 前（ F i g u r e  

4 - A ） と 陥 ⼊ 後 （ F i g u r e  4 - B ） で 末 梢 描 出 を 含 め た 左 I C A 撮 影 に
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明 ら か な 変 化 ⾒ ら れ な か っ た 。 C S の S O V 流 出 部 か ら コ イ ル 留 置

を 開 始 し た が 、コ イ ル が 瘻 孔 か ら I C A に 容 易 に 逸 脱 し て し ま う た

め 瘻 孔 近 傍 の 親 動 脈 内 で ス ー パ ー 政 宗 を 拡 張 さ せ て 瘻 孔 を 含 め

た I C A に 密 着 さ せ る こ と で コ イ ル 逸 脱 を 抑 制 し ( F i g u r e  5 - A ,  B ) 、

バ ル ー ン の 拡 張 と 縮 ⼩ を 繰 り 返 し な が ら I C A 下 壁 に 沿 っ て 瘻 孔

ま で 詰 め 戻 る よ う に 計 5 本 、 9 5 c m の コ イ ル で C S 内 を 塞 栓 し た

（ F i g u r e  5 - C ,  D ）。  

 術 後 の D S A で C C F は 消 失 し 、左 S O V は 温 存 さ れ て 正 常 ⽅ 向 へ

の 灌 流 に 変 化 し て い た （ F i g u r e  6 ）。 症 状 は 術 後 1 週 間 で 全 て 改 善

し た 。  

 

【 考 察 】  

ス ー パ ー 政 宗 は バ ル ー ン ⻑ 4 . 0  m m 、 最 ⼤ 拡 張 径 8 . 0  m m の D L -

B M C で 、ス チ レ ン 系 エ ラ ス ト マ ー を バ ル ー ン 素 材 と し て 作 ら れ て

お り 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 エ ラ ス ト マ ー を 素 材 と し て 作 ら れ た

H y p e r f o r m  ( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A  ) と ⽐ 較 し て コ ン

プ ラ イ ア ン ス に 優 れ 、 動 脈 壁 の 損 傷 も 少 な か っ た 6 ）。 脳 動 脈 瘤 塞

栓 術 に お い て 動 脈 瘤 内 や 周 囲 の 分 枝 に よ り 陥 ⼊ し や す い 特 徴 を 有

す る と さ れ る 7 ) 。  

C C F 治 療 に お け る バ ル ー ン カ テ ー テ ル の 役 割 は シ ャ ン ト ⾎ 流

が 多 す ぎ て 通 常 の 撮 影 で は 瘻 孔 が 不 明 瞭 な 場 合 に 順 ⾏ 性 ⾎ 流 を

遮 断 し て ⾎ 流 を 減 少 さ せ 、 瘻 孔 探 索 を 容 易 に す る 「 f l o w  c o n t r o l 」

と 、 塞 栓 材 料 が 親 動 脈 に 逸 脱 し て 親 動 脈 閉 塞 や 遠 位 塞 栓 を 併 発 す

る こ と を 予 防 す る 「 a s s i s t  b a l l o o n 」 に ⼤ 別 さ れ る 。 F l o w  c o n t r o l
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に お い て は バ ル ー ン カ テ ー テ ル を 患 側 I C A に 留 置 し て 順 ⾏ 性 ⾎

流 を 遮 断 し 、対 側 の I C A か ら 前 交 通 動 脈 を 経 由 す る ⾎ 流 で 瘻 孔 を

描 出 す る ⽅ 法 ( M e h r i n g e r - H i e s h i m a  m a n e u v e r ) や 椎 ⾻ 動 脈 か ら 後

交 通 動 脈 を 経 由 し て 造 影 す る ⽅ 法（ H e u b e r  m a n e u v e r ）8 ) に 利 ⽤ で

き る 。 ま た 、 D L - B M C で 患 側 I C A を 遮 断 し て g u i d e w i r e  l u m e n か

ら 造 影 す る ⽅ 法 9 ) も あ る 。 ス ー パ ー 政 宗 も D L - B M C で あ り 、 f l o w  

c o n t r o l に 使 ⽤ 可 能 で あ る が 、今 回 は f l o w  c o n t r o l 下 で の 探 索 を 企

図 し て い る 最 中 に バ ル ー ン が 陥 ⼊ し て 瘻 孔 が 発 ⾒ さ れ た 。 バ ル ー

ン の 瘻 孔 陥 ⼊ は S a m a n i e n g o ら に よ っ て も 報 告 さ れ て い る 。 彼 ら

は 瘻 孔 を 跨 い だ バ ル ー ン 拡 張 は 瘻 孔 を 悪 化 さ せ る 可 能 性 が あ る

と 述 べ て い る 3 ) 。 瘻 孔 よ り 末 梢 の 中 ⼤ 脳 動 脈 、 前 ⼤ 脳 動 脈 の 描 出

が 瘻 孔 径 に 相 関 す る こ と か ら 1 0 ) 、本 症 例 で は バ ル ー ン 陥 ⼊ 後 も 末

梢 ⾎ 管 の 描 出 に 変 化 は な く 、 陥 ⼊ に 伴 う 瘻 孔 拡 ⼤ は 明 ら か で は な

か っ た 。C C F 瘻 孔 周 囲 の I C A は 脆 弱 化 し て い る 可 能 性 も あ り 、安

易 に バ ル ー ン を 陥 ⼊ さ せ る こ と は 瘻 孔 拡 ⼤ を 招 い て C S 内 で の 塞

栓 を 不 可 能 に す る 可 能 性 も あ る た め 勧 め ら れ な い が 、 従 来 の ⽅ 法

で ど う し て も 瘻 孔 を 発 ⾒ で き な い 場 合 は 慎 重 に バ ル ー ン を 拡 張

さ せ て わ ず か に 瘻 孔 に 陥 ⼊ さ せ る こ と で 発 ⾒ で き る 場 合 も あ る 。 

A s s i s t  b a l l o o n と し て の ス ー パ ー 政 宗 は 今 回 の 治 療 で ⾮ 常 に 有

⽤ で あ り 、優 れ た コ ン プ ラ イ ア ン ス に よ っ て 瘻 孔 や 周 囲 I C A に 密

着 し て 少 量 の コ イ ル で 密 な コ イ ル 塊 を 形 成 し 、C C F を 治 癒 で き た 。

C S の コ イ ル 塞 栓 で は コ イ ル 使 ⽤ 量 と 術 後 の 脳 神 経 ⿇ 痺 発 ⽣ が 相

関 す る と い う 報 告 が あ り 1 1 ) 、コ イ ル を 少 な く す る こ と は コ ス ト ⾯

の み な ら ず 術 後 合 併 症 を 減 少 さ せ る こ と に 関 し て も 有 ⽤ で あ る 。 
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【 結 語 】  

 C C F に 対 し て 従 来 の B M C よ り も 優 れ た コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 ダ

ブ ル マ ー カ ー 、短 い 先 端 ⻑ な ど の 特 徴 を 有 す る D L - B M C で あ る ス

ー パ ー 政 宗 を 使 ⽤ し た バ ル ー ン ア シ ス ト 下 の T A E を ⾏ い 、少 量 の

コ イ ル で 良 好 な 塞 栓 が 可 能 で あ っ た 。 ま た 、 バ ル ー ン が 瘻 孔 に 陥

⼊ す る 所 ⾒ で 瘻 孔 位 置 が 特 定 さ れ た が 、 こ の ⽅ 法 は 安 全 性 が 担 保

で き て い な い た め 通 常 の ⽅ 法 で 瘻 孔 を 発 ⾒ で き な い 場 合 の み 慎

重 に ⾏ う べ き で あ る 。  

 

【 利 益 相 反 開 ⽰ 】  

 本 論 ⽂ に 関 し て 開 ⽰ す べ き 利 益 相 反 は あ り ま せ ん 。  
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o c c l u s i o n  o f  p o s t - t r a u m a t i c  c a r o t i d - c a v e r n o u s  f i s t u l a .  N e u r o l  M e d  C h i r  

( T o k y o )  1 9 8 4 ;  2 4 :  6 8 9 - 6 9 5 .  

3 )  S a m a n i e g o  E A ,  M a r t i n e z - G a l d a m e z  M ,  A b d o  G .  T r e a t m e n t  o f  

d i r e c t  c a r o t i d - c a v e r n o u s  f i s t u l a s  w i t h  a  d o u b l e  l u m e n  b a l l o o n .  J  

N e u r o i n t e r v e n t  S u r g  2 0 1 6 ;  8 :  5 3 1 - 5 3 5 .  

4 )  L u o  C B ,  T e n g  M M ,  L i n  C J ,  e t  a l .  T r a n s a r t e r i a l  e m b o l i z a t i o n  o f  
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t r a u m a t i c  c a r o t i d - c a v e r n o u s  f i s t u l a e  b y  G u g l i e l m i  d e t a c h a b l e  

c o i l s .  A  s e v e n - y e a r  e x p e r i e n c e .  I n t e r v e n t  N e u r o r a d i o l  2 0 0 8 ; 1 4 :  5 -

8 .  

5 )  M o r o n  F E ,  K l u c z n i k  R P ,  M a w a d  M E ,  e t  a l .  E n d o v a s c u l a r  

t r e a t m e n t  o f  h i g h - f l o w  c a r o t i d  c a v e r n o u s  f i s t u l a s  b y  s t e n t - a s s i s t e d  

c o i l  p l a c e m e n t .  A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l  2 0 0 5 ;  2 6 :  1 3 9 9 - 1 4 0 4 .  

6 )  E z u r a  M ,  K i m u r a  N ,  U e n o h a r a  H .  S u p e r - M a s a m u n e :  d e v e l o p i n g  

p r o c e s s  a n d  a n i m a l  s t u d y .  J N E T  2 0 1 5 ;  9 :  1 8 7 - 1 9 1 .  

7 )  E z u r a  M ,  K i m u r a  N ,  U e n o h a r a  H .  S u p e r - M a s a m u n e :  i n i t i a l  

c l i n i c a l  e x p e r i e n c e .  J N E T  2 0 1 5 ;  9 :  1 9 2 - 1 9 6 .   

8 )  K o r k m a z e r  B ,  K o c a k  B ,  T u r e c i  E ,  e t  a l .  E n d o v a s c u l a r  t r e a t m e n t  

o f  c a r o t i d  c a v e r n o u s  s i n u s  f i s t u l a :  A  s y s t e m a t i c  r e v i e w .  W o r l d  J  

R a d i o l  2 0 1 3 ;  2 8 :  1 4 3 - 1 5 5 .  

9 )  B e r e n s t e i n  A ,  K r i c h e f f  I I .  B a l l o o n  c a t h e t e r s  f o r  i n v e s t i g a t i n g  

c a r o t i d  c a v e r n o u s  f i s t u l a s .  R a d i o l o g y  1 9 7 9 ;  1 3 2 :  7 6 2 ‒ 7 6 4 .  

1 0 )  C h i  C T ,  N g u y e n  D ,  D u c  V T ,  e t  a l .  D i r e c t  t r a u m a t i c  c a r o t i d  

c a v e r n o u s  f i s t u l a :  a n g i o g r a p h i c  c l a s s i f i c a t i o n  a n d  t r e a t m e n t  

s t r a t e g i e s .  S t u d y  o f  1 7 2  c a s e s .  I n t e r v  N e u r o r a d i o l  2 0 1 4 ;  2 0 :  4 6 1 ‒

4 7 5 .  

1 1 )  B i n k  A ,  G o l l e r  K ,  L u c h t e n b e r g  M ,  e t  a l .  L o n g - t e r m  o u t c o m e  

a f t e r  c o i l  e m b o l i z a t i o n  o f  c a v e r n o u s  s i n u s  a r t e r i o v e n o u s  f i s t u l a s .  

A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l  2 0 1 0 ;  3 1 :  1 2 1 6 - 1 2 2 1 .  
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【 図 表 の 説 明 】  

F i g u r e  1  

P r e o p e r a t i v e  M R I  a n d  M R A  

T 2 - w e i g h t e d  M R I  ( A )  a n d  M R A  ( B )  d e m o n s t r a t e  t h e  d i l a t e d  l e f t  

s u p e r i o r  o p h t h a l m i c  v e i n .   

 

F i g u r e  2  

P r e o p e r a t i v e  D S A  o f  t h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y   

T h e  a n t e r o p o s t e r i o r  ( A )  a n d  l a t e r a l  ( B )  v i e w s  d e m o n s t r a t e  a  l e f t  

c a r o t i d ‒ c a v e r n o u s  f i s t u l a  a n d  v e n o u s  r e f l u x  t o  t h e  l e f t  s u p e r i o r  

o p h t h a l m i c  v e i n .  

C :  S a g i t t a l  r e c o n s t r u c t i o n  o f  t h e  3 - D  r o t a t i o n a l  D S A .  T h i s  

s u g g e s t s  t h e  f i s t u l a  m a y  b e  f o r m e d  i n  t h e  C 4 ~ C 5  p o r t i o n .   

 

F i g u r e  3  

I n t r a o p e r a t i v e  v i e w  o f  t h e  S u p e r - M a s a m u n e  i n f l a t e d  i n  t h e  C 5  

p o r t i o n  

A  ( a n t e r o p o s t e r i o r  [ A P ]  v i e w ) ,  B  ( l a t e r a l  v i e w ) :  F l o w  c o n t r o l  i s  

i n s u f f i c i e n t ,  a n d  t h e  f i s t u l a  i s  n o t  r e v e a l e d .  C ,  D :  T h e  e n l a r g e d  

i m a g e  o f  t h e  s q u a r e  p o r t i o n  o f  f i g u r e s  3  A  a n d  B  ( a r r o w ;  b a l l o o n  

m a r k e r ) .  E  ( A P  v i e w ) ,  F  ( l a t e r a l  v i e w ) :  T h e  X - r a y  i m a g e  d u r i n g  

b a l l o o n  i n f l a t i o n  ( a r r o w ,  b a l l o o n  m a r k e r ;  a r r o w h e a d ,  h e r n i a t i o n  

o f  t h e  b a l l o o n ) .  A  p a r t  o f  t h e  b a l l o o n  p r o t r u d e s  a n d  s u g g e s t s  t h e  

f i s t u l a .  



9 
 

 

F i g u r e  4  

L e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  b e f o r e  a n d  a f t e r  b a l l o o n  

h e r n i a t i o n  

A :  A n t e r o p o s t e r i o r  ( A P )  v i e w  b e f o r e  S u p e r - M a s a m u n e  i s  

h e r n i a t e d .  

B :  A P  v i e w  a f t e r  S u p e r - M a s a m u n e  w a s  h e r n i a t e d .  

N o  o b v i o u s  d i f f e r e n c e  i n  p r e s e n t a t i o n  b e t w e e n  A  a n d  B  

i n d i c a t e s  n o  o b v i o u s  e n l a r g e m e n t  o f  t h e  f i s t u l a  d u e  t o  b a l l o o n  

h e r n i a t i o n .   

 

F i g u r e  5  

I n t r a o p e r a t i v e  l a t e r a l  i m a g e  

A  ( L e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a p h y  [ I C A G ] ) ,  B  ( X - r a y ) :  1 s t  c o i l  

f u l f i l l i n g  w i t h  b a l l o o n  a s s i s t .   

C  ( L e f t  I C A G ) ,  D  ( X - r a y ) :  l a s t  c o i l  f u l f i l l e d .  

 

F i g u r e  6  

P o s t o p e r a t i v e  D S A  o f  t h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y    

A :  A n t e r o p o s t e r i o r  v i e w .  B :  L a t e r a l  v i e w  o f  t h e  a r t e r i a l  p h a s e .  

C :  L a t e r a l  v i e w  o f  t h e  v e n o u s  p h a s e  ( a r r o w :  s u p e r i o r  o p h t h a l m i c  

v e i n  [ S O V ] ) .  T h e  c a r o t i d ‒ c a v e r n o u s  f i s t u l a  h a s  d i s a p p e a r e d .  

L e f t  S O V  i s  s p a r e d  a n d  h a s  r e c o v e r e d  t o  n o r m a l .   
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